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2∞9年8月発生台風第9号 兵庫県佐用町 ･宍粟市

被災史料救出緊急特別号 日 !
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■9月3日 佐用町 ･第3

回現地入り (1日目) (参加者7名)･中上月A家 :佐用町教委文化財

調査室にて近代史料の消毒 ･乾燥作業｡新たに蔵から搬出した汚損史料

の冷凍処置を実施｡水損犀風の下張り剥がしを継続｡

･久

崎地区巡回調査｡･中上月C家 :水損書画の応急処置方法を所

蔵者にレクチャー｡▲乾燥中の古文書■9月4日 佐用町 ･第3回現地

入り (2日目) (参加者6名)･中上月A家 :調査室に

て近代史料の固着展開 ･消毒 ･乾燥作業｡･佐用町役場 :公文書が水損O保

全方法をレクチャー｡19月4日 宍粟市一宮町 ･第1回現地入

り (参加者6名)･宍粟市一宮町閏賀地区 :区

有文書が水損.固着展開､クリーニング作業｡■9月7日 佐用

町 ･第4回現地入り (参加者 18名)･佐用町上月地区民具保管庫にて水損民具のクリーニング･乾燥作業｡

●9月9日 佐用町 ･第5回現地入り (1日目) (参加者3名)･久崎G家 :水損史料の洗浄 ･乾燥作業

｡■9月10日 佐用町 ･第5回現地入り (2日目) (参加者2名

)･中上月A家 :佐用町教委文化財調査室保管分の近代史料の消毒 ･乾燥を実施｡ ▲ (上 ･下)古
文

書の ｢水洗い｣作業■9月10日 宍粟市一宮町 ･第2回現地入り (参加者3名



台風9号による被災歴史資料保全活動への支援募金のお願い

去る8月8日から11日にかけての台風9号による豪雨被害により､兵庫県佐用町､宍粟市､岡山県

美作市では多くの被害がありました｡不自由な生活を余儀なくされている被災者の皆様にお見舞い申し

上げますとともに､一目も早いライフラインと生活の復旧をお祈り申し上げます｡

歴史資料ネットワークは､8月15日より被災地に入り､各自治体や地元の郷土史研究会とともに､

被災歴史資料の救出作業を展開し､多くの被災地住民からの要請に応え､救出成果をあげています｡

活動に参加するボランティアに対しては交通費 ･宿泊費 ･ボランティア保険料など必要最小限の補助

をしたいと考えています｡また､エタノール ･マスク等の消耗品も大量に用意する必要があります｡特

に水害の場合､泥水に史料が浸かっているために廃棄されるケースは一般に多く､また水損史料はゴミ

処理 ･残土処理が進むとともに廃棄されるスピードもより速いと考えられます｡さらには､災害救助法

が適用された地域を中心に住宅再建支援金が支給されると建物の解体が進み､水損から免れた史料であ

っても新たに廃棄される可能性も出てくると思われ､被災史料の確認 ･保全活動を一刻も早く進める必

要があります｡

皆様には､被災した地域の歴史資料の救出 ･保全活動の必要性について是非ともご理解を賜り､現

地の歴史資料保全活動を支えるための募金をおよせいただきますよう､よろしくお願い申し上げます｡

口座番号 :00930-1-53945加入春名

:歴史資料ネットワーク※ お問い合わせは､下記までお願いいたします｡史料ネット NEWSLETTERNo.59 2(

X)9年9月25日発行編集 ･発行 歴史資

料ネットワーク〒657-8501
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C.jp被災史料救出活動のようす ･詳細は日々プロクに更新しています｡


